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内容の要旨及び審査の結果の要旨
αostridjzL77zd〃cjJe（C､。〃cj化）は偽膜性大腸炎や，一部の抗生物質関連下痢症の原因菌であり，トキシンＡ
およびトキシンＢが主病原因子である。本菌は利用可能な糖がほとんど存在しない大腸で増殖し，毒素を産生するに
もかかわらず，糖非存在下における毒素産生についてはほとんど研究されていない。そこで，本研究ではこれらの毒
素の産生機構の解明を目指し，糖非存在下における毒素産生に及ぼすアミノ酸の影響について検討した。基礎培地に
は11種類のアミノ酸を含むグルコース不含合成培地を，菌株には強毒素産生株である○・．〃cjZeVPI10463株を用い
た。トキシンＡは酵素結合抗体免疫アッセイ法にて，トキシンＢは培養細胞を用いたマイクロタイタ一法にて測定し
た。また，アミノ酸濃度はアミノ酸自動分析装置にて解析した。研究成果は下のように要約される。
(1)ヒスチジン，メチオニン，バリン，イソロイシン，プロリン，ロイシンを100,Ｍに増量した時，基礎培地に比
べ，トキシンＡは６９倍以上，トキシンＢは32倍以上に増加した。特にイソロイシンに最も著しい毒素産生増強効果
（トキシンA1700ng/ｍ２，トキシンB2l2CU/50“）が認められたので，イソロイシンについて更に詳細に検討
した。(2)毒素産生はイソロイシン濃度を20,Ｍ以上に増量した時著しく増加し，１００，Ｍで最高値に達した。一方，
菌の増殖はイソロイシン濃度の増加により抑制された。(3)イソロイシン濃度が100,Ｍの時，１，Ｍの時と比べ，イ
ソロイシンの消費量は著しく増加したが，他のアミノ酸の消費量は概ね減少した。また基礎培地に含まれていないア
ラニン，シスタチオニンが検出された。(4)イソロイシン濃度が100,Ｍの時，毒素は対数増殖後期より検出され始め，
Ｉ恒常期から衰退期に著しく多量に産生された。(5)毒素産生時期に一致して，イソロイシン，ロイシン，システインが
消費され，アラニンおよびシスタチオニンが産生された。
以上の結果は，糖非存在下におけるｏｄｊｙｿicZJeの毒素産生にイソロイシンが重要な役割を果たしていることを示
している。またアラニンおよびシスタチオニンの産生が毒素産生と同様の機序により抑制されている可能性を示唆し
ている。
以上，本研究はｃｄ〃cjJeの毒素産生機構の解明に新知見を付与するものであり，感染症学，細菌毒素学に寄与
する労作と評価された。
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